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１．ページの切り替え方法

ページ上部の各ボタンを押
すと、該当ページが表示さ
れます。

ページ情報（ここでは「1/6」）の右側のページが総ページ数、左側が現在のページ数を表しています。
ページ情報左右の＜＞を押すとページが切り替わります。
また、ページ情報をクリックすると、各ページのタイトルが表示されます。タイトルをクリックすることでもページを切り替
えられます。



２．スライサーの操作

スライサーとは、グラフなどの表示内容を切り替えたり、絞り込みを行うための機能のことです。
表示内容をスライサーにある年度で絞り込んだり、歳入・歳出などの区分の切り替えを行うことができます。

図のように、スライサーには複数の形があり、複数選択できるものや、一つだけ選択できるものがあります。
また、項目がすべて収まっていないときは、右側のスライサーのように「＞」や棒が表示されています。
クリックやスクロールすることで、見えていないスライサー項目を表示させることができます。



３．グラフの操作（詳細情報）

グラフにカーソルを合わせると、合わせた部分に関する詳細情報が表示されます。



３．グラフの操作（抽出表示）

グラフをクリックすると、クリックした凡例を抽出できます。
同じページの他のグラフに同じ凡例がある場合は、すべて抽出されます。
同じ部分を再度クリックすると解除できます。



３．グラフの操作（抽出表示）

表をクリックすることで、抽出表示ができるページもあります。



３．グラフの操作（ドリルダウンをオンにする）

ドリルダウンとは、グラフを深堀ってデータをより詳しく見るための機能です。グラフ部分にカーソルを合わせ
ると①が表示され、②をクリックするとドリルダウンができるようになります。③のようになっていればドリル
ダウンがオンになっています。※できないグラフもあります。

①

②
③



３．グラフの操作（ドリルダウンの種類）

①

② ③

ドリルダウンでデータを詳しく見る方法は、①「グラフを直接クリック」②③「矢印ボタンをクリック」の
3パターンがあります。それぞれのパターンで見られる情報が異なります。
また、複数回クリックして、より詳細にデータを確認できるグラフもあります。
④をクリックすることで一つ前のグラフに戻すことができます。

ドリルダウンができるグラフでは、次項で説明するヒントにて「どんなデータが表示されているのか」が確認
できるようにしています。

④



３．グラフの操作（ドリルダウンの例）

「練馬区と都心の最高気温の推移」というグラフをもとにパターンごとの違いを紹介します。

ドリルダウン前は、
スライサーで絞った月の
年ごとの最高気温

② ③

① クリックした年の、
スライサーで絞った月の、
日ごとの最高気温

データの入っているすべ
ての年の、スライサーで
絞った月の日ごとの最高
気温
（例：2013～2025年の8
月の各1～31日の最高
気温のうち、一番高かっ
た気温）

※①グラフを直接クリック ② をクリック ③ をクリック

データの入っているすべ
ての日付の最高気温
（横スクロールで全日付
の最高気温が見られる）



４．ヒントの表示方法

グラフなどの近くにある「？」マークをクリックするとヒントが表示されます。

ヒントの「×」をクリックすると閉じることができます。



マニュアル以外の操作も可能です。

様々な見方でデータをご覧ください。

さいごに
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